
８
月
３
日
か
ら
の
大
雨
に
関
す
る

災
害
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

主
な
内
容

②
　
2022村

上
・
笹
川
流
れ
国
際
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

④
　
中
学
生
の
代
表
が
広
島
平
和
記
念
式
典
へ

⑥
　
令
和
３
年
度
　
村
上
市
財
政
・
決
算
報
告

⑩
　
市
の
職
員
数
や
給
与
を
公
表

⑫
　
11月

は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

㉔
　
私
が
輝
く
職
場

村
上
を駆

け
る

2022村
上
・
笹
川
流
れ
国
際
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

№
 176
11

月

N
ov�2022
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参
加
者
か
ら
は
、
８
月
３
日
か
ら
の
大
雨

に
よ
る
被
害
に
対
し
、
募
金
や
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ま
、
沿
道
か
ら

大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
市
民
の

皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
内
選
手
の
結
果
（
完
走
者
・
敬
称
略
）

総
合
順
位
：
氏
名
（
住
所
）

　
　

52
位　

齋
藤
勉　
　
（
小
須
戸
）

１
１
８
位　

髙
橋
健　
　
（
猿
沢
）

１
２
３
位　

本
間
洋
行　
（
浜
新
田
）

１
４
１
位　

髙
橋
一
仁　
（
南
町
二
丁
目
）

１
６
０
位　

本
間
紀
彦　
（
羽
黒
町
）

１
８
２
位　

石
嶋
聡　
　
（
山
居
町
二
丁
目
）

１
９
７
位　

瀬
賀
吉
幸　
（
緑
町
二
丁
目
）

２
２
５
位　

阿
部
辰
也　
（
長
松
）

２
５
８
位　

天
井
秀
昭　
（
七
湊
）

２
７
９
位　

伊
藤
寿
広　
（
松
原
町
三
丁
目
）

３
２
３
位　

宗
田
一
雄　
（
浜
新
田
）

３
３
９
位　

富
樫
貴
博　
（
肴
町
）

３
４
５
位　

木
村
浩　
　
（
上
山
田
）

３
５
０
位　

手
塚
健
介　
（
南
町
二
丁
目
）

３
６
９
位　

淺
野
宏　
　
（
山
辺
里
）

３
９
９
位　

大
滝
拓
也　
（
岩
船
上
大
町
）

４
０
４
位　

村
山
裕
一　
（
寺
町
）

４
０
７
位　

佐
藤
親
一　
（
瀬
波
上
町
）

４
１
０
位　

鈴
木
謙
輔　
（
岩
船
駅
前
）

４
２
５
位　

加
藤
優
美
子（
碁
石
）

４
２
６
位　

矢
島
聡　
　
（
緑
町
三
丁
目
）

４
７
０
位　

鈴
木
敏
明　
（
岩
船
三
日
市
）

４
８
４
位　

髙
橋
洋　
　
（
高
根
）

５
３
８
位　

淺
野
良
三　
（
堀
片
）

　

３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
今
大
会
は
、
７

０
５
の
エ
ン
ト
リ
ー
（
リ
レ
ー
含
む
）
で
、
６

３
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
８
月
の
大
雨
に

よ
り
瀬
波
温
泉
海
水
浴
場
に
打
ち
上
げ
ら
れ

た
流
木
も
き
れ
い
に
処
理
さ
れ
、
選
手
た
ち

は
村
上
の
景
勝
地
や
町
並
み
の
中
に
設
定
さ

れ
た
ス
イ
ム
１
・
５
㌔
、
バ
イ
ク
40
㌔
、
ラ

ン
10
㌔
の
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

緊張のスタート

初秋の村上で熱き戦い
2022村上・笹川流れ
国際トライアスロン大会

背中を押す声援

歓
喜
の
ゴ
ー
ル

9/25
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▲原爆ドームを背に撮影

▲市長へ広島訪問への抱負を話しました

▲「原爆の子の像」に千羽鶴を奉納

「離れないあの悲劇」
村上第一中学校
東
し ょ う じ

海林ももさん
　私達は始めに原爆の子の像へ行
き、千羽鶴を奉納した。幾重にも
折り重なり、びっしりと奉納され
ている千羽鶴からは平和への強い
願いを感じ取ることができた。
　次に平和記念資料館へ向かっ
た。そこにあった様々な展示から
言葉が出なくなるほどの衝撃を受
けた。原爆が投下されたことを風
化させてはいけない、語り継いで
いかなければいけない、二度と戦
争という過ちを犯すことが無い世
界を作り上げていかなければいけ
ない。という強い想いを抱くこと
ができた。

「戦争の事実」
神林中学校
小
お

野
の

真
ま

白
しろ

さん

　恐怖、悲しさ、悔しさ・・・戦
争の悲惨さを深く学び、色々な感
情がこみ上げてきました。戦争と
は、どんなに恐ろしいもので、ど
れだけの人を苦しめたのか。今ま
ではなんとなくでしか知らなかっ
たことが、はっきりとした事実と
なって私の中に残りました。
　広島で学んできたことをたくさ
んの人に伝え、一人でも多くの人
に戦争の怖さや無意味さを知って
もらい、平和とはなにか考える
きっかけになってもらえたらいい
なと思います。
　平和な世の中をつくっていくた
めに。

「広島で学んだこと、感じたこと」
岩船中学校
熊
くま

倉
くら

素
す

晴
ばる

さん

　私は広島に行ったことも、戦争
を体験した人から話を聞いたこと
もなかったため、事前に戦争のこ
とや原爆のことを調べていまし
た。しかし、平和記念資料館での
実際の展示は、動画で見たものと
違い、被爆者の苦しみや核の恐ろ
しさがよく伝わってくるものでし
た。
　核兵器は人類をも滅ぼしてしま
う兵器です。世界で唯一核兵器の
怖さを知っている国として後世に
伝え、世界で二度と核兵器が使わ
れないように少しでも協力してい
きたいと思いました。

「広島の人たちの思い」
山北中学校
板
いた

垣
がき

成
じょう

さん

　広島に行き、戦争や原爆の恐ろ
しさを学ぶことができました。原
爆ドームを見たときは、まるで77
年前にタイムスリップしたかのよ
うに思えました。当時のまま残さ
れている原爆ドームから広島市民
の世界に伝えたいという強い気持
ちが伝わってきました。平和記念
資料館では、亡くなった方々の写
真や服などが展示されていまし
た。添えられた説明を読むと、原
爆の恐ろしさが伝わってきました。
　この経験を、行くことができな
かった山北中学校の生徒にしっか
りと伝えたいです。

「広島が私に教えてくれたこと」
村上東中学校
加
か

藤
とう

玲
れい

凪
な

さん

　今まで戦争のことは社会の授業
でしか触れたことがありませんで
した。今回の広島派遣では、当時
の人々の辛さや苦しさなどの思い
や戦争の悲惨さを、実際に目で見
て肌で感じたいと思い参加しまし
た。実際に原爆ドームや平和記念
資料館を見たことで、当時の人々
への思いを知るだけでなく、戦争
への怒りがこみ上げてきました。
　私たち若者に課せられている課
題は一人でも多くの人に広島で起
きた事実を伝え続けることではな
いでしょうか。もう二度と戦争を
繰り返さないために。

「戦争の悲惨さ」
朝日中学校
鈴
すず

木
き

晴
はる

太
た

さん

　広島に行き、平和記念資料館を
見てきました。戦争の恐ろしさや
悲惨さなどを知ることができまし
た。当時の資料を見ると、今の社
会はとても平和だと思いました。
このような平和な暮らしができて
いることに感謝の気持ちで一杯で
す。これは、広島平和祈念式典を
はじめ、戦争を繰り返さないよう
にいろいろな取り組みをしてきた
からなのだと思いました。
　僕は完全に戦争をなくせるよう
に色々な取り組みをしたいと思っ
ています。

問い合わせ 学校教育課教育総務室　☎72−6882 記事 ID 0045318

広島で平和を想う
広島平和記念式典へ市内中学生の代表を派遣

　市では、平和学習事業の一環として、市内中学生の代表を広島平和記念式
典へ派遣しています。令和２年度および３年度は新型コロナウィルス感染症
の影響により出席者が制限されたため派遣できず、今年度は３年ぶりの派遣
となりました。
　この派遣事業は、村上市の将来を担う若い人たちに戦争の悲惨さや平和の
尊さを考え、理解を深めてもらうことを目的に行っているものです。
　今年度は、６人の中学生が８月５日に広島市を訪問し、平和記念公園にあ
る「原爆の子の像」に、市内の中学生が思いを込めて折った千羽鶴を奉納。
市の代表として戦争で亡くなられた子どもたちの冥福を祈りました。その後、
原爆ドームや平和記念資料館を見学し、被爆の実相を知ると共に、争いのな
い平和な世界の大切さを考えることができました。
　翌６日に参加した平和記念式典には、グテーレス国連事務総長を始め、世
界99か国の代表のほか被爆者や遺族らおよそ3000人が参列。原爆が投下され
た午前８時15分には「平和の鐘」が鳴り響く中、参列者全員で黙とうを捧げ、
原爆の被害に遭われた方々の冥福と世界の恒久平和の実現を祈りました。
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土木費　94,462円
道路橋りょうの
建 設 や、 上 下 水
道事業への繰出
金などの支出

商工費　35,346円

商工業や観光振
興にかかる経費
などの支出

民生費　186,925円
高齢 者や福 祉の
サービス、保育園
の運営、子育て支
援などの支出

農林水産業費　45,275円

農林水産業の振
興のための経費
などの支出 市民１人当たりに

使われたお金

637,719円
令和４年4月１日現在の人口（56,700人）
で計算しています

衛生費　51,386円
予 防 接 種・ 医 療
給付の助成や、ご
み処理場の運営
経費などの支出

公債費　59,560円

市債（借入金）の
返済金

その他　27,737円

議会費・労働費・
災 害 復 旧 費・ 諸
支出金の支出

総務費　50,914円
庁舎の管理経費
や情報通信事業
への繰出金など
の支出

消防費　29,005円
消防本部や消防
団の運営と消防
施設の管理経費
などの支出

教育費　57,109円
小・ 中 学 校 の 管
理経費や生涯学
習活動経費など
の支出

村上市の

財政・決算報告
令和３年度

問い合わせ 財政課財務管理室　☎53−2111（内線3222） 記事 ID 0070879

　９月の市議会定例会で認定された令和３年度の決算概要と健全化判断比率・資金不足比率などについて
お知らせします。決算は、予算に対してどれだけの収入と支出があったのか、またどのように使われたか
をまとめたもので、議会に報告し、予算の使い方が適正であったかどうかの認定を受けます。

用語解説
【歳入】
税金や地方交付税など市に入るお金
【地方交付税】
市の財政状況に応じて国税の一部から
交付されるお金
【国庫支出金】
特定の事業の経費に充てるため、国か
ら支出されるお金
【市税】
市民税や固定資産税など市民の皆さん
からの税金
【市債】
国や金融機関などから借り入れるお金
【譲与税・交付金等】
地方消費税の一部を人口などで案分し
て国から交付されたお金など
【県支出金】
特定の事業の経費に充てるため、県か
ら支出されるお金
【諸収入】
保育園副食費など、収入のどの区分に
も属さないお金
【分担金及び負担金】
保育園入園者負担金・学童保育利用料・
各種検診負担金などのお金
【使用料及び手数料】
各施設の使用料・証明手数料などのお
金

用語解説
【歳出】
各種経費など市から出ていくお金
【民生費】
高齢者や障がい者福祉、医療、子育て
など
【土木費】
道路、河川、公園の整備・管理など
【教育費】
学校教育、公民館、図書館、スポーツ
振興など
【衛生費】
検診、予防接種、ごみ収集・処理など
【公債費】
市の借金（市債）返済にかかる経費
【農林水産業費】
農業用施設、林道、農業振興など
【消防費】
火災・災害への対応、救急活動など
【商工費】
観光、産業振興、企業誘致など

歳　入
379億8,532万円

使用料及び手数料／0.9％
3億2,046万円諸収入／2.8％

10億7,508万円

19億6,290万円

22億5,226万円

分担金及び負担金／1.2％
4億3,660万円

これからも行財政改
革を推進し、効率的
な財政運営を行って
いきます。

その他／7.1%
26億9,839万円

市債／5.2%
譲与税・交付金等／5.9%
県支出金／6.0%
22億9,169万円

国庫支出金／15.0%
57億1,571万円

市税／16.7%
63億5,152万円

地方交付税／39.2%
148億8,071万円

歳　出
361億5,869万円

15億7,268万円
16億4,460万円

20億413万円

その他／4.4%
消防費／4.5%
商工費／5.5%

農林水産業費／7.1%
25億6,708万円
総務費／8.0%
28億8,682万円
衛生費／8.1%
29億1,358万円
教育費／9.0%
32億3,808万円
公債費／9.3%
33億7,708万円

土木費／14.8%
53億5,597万円

民生費／29.3%
105億9,867万円

一
般
会
計

　

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
は
、
歳
入
総
額

３
７
９
億
８
５
３
２
万
円
、
歳
出
総
額
３
６

１
億
５
８
６
９
万
円
で
、
差
し
引
く
と
18
億

２
６
６
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
額
か

ら
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
（
繰
越

事
業
の
財
源
）
を
差
し
引
い
た
収
支
（
実
質

収
支
）
は
、
17
億
４
４
７
１
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

収
入
は
主
に
地
方
交
付
税
、県
支
出
金
が
増
加
、

市
税
、
市
債
は
減
少

　

地
方
交
付
税
が
６
億
６
５
８
６
万
円
、
県

支
出
金
が
３
億
９
３
３
０
万
円
増
加
し
ま
し

た
。
市
税
は
市
民
税
が
７
１
１
４
万
円
、
固

定
資
産
税
が
１
億
１
２
８
万
円
減
少
し
、
市

債
は
９
億
２
０
０
万
円
減
少
し
ま
し
た
。
借

入
金
を
含
め
た
収
入
総
額
は
、
前
年
度
と
比

べ
て
48
億
２
７
２
７
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

支
出
は
主
に
民
生
費
、
商
工
費
が
増
加
、

総
務
費
は
減
少

　

民
生
費
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特

別
給
付
金
給
付
事
業
や
子
育
て
世
帯
等
臨
時

特
別
支
援
事
業
な
ど
に
よ
り
12
億
６
５
８
万

円
、
商
工
費
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
協
力
金
給
付
事
業
な
ど
に
よ
り

３
億
６
０
０
３
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

総
務
費
は
定
額
給
付
金
事
業
の
完
了
な
ど

に
伴
い
61
億
４
９
２
１
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

総
額
は
前
年
度
と
比
べ
て
、
47
億
５
７
４

６
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

一般 会計



9　　2022.11.1　　市報むらかみ 市報むらかみ　　2022.11.1　　8

６つの特別会計

事業収入が主な財源

資金不足もなく

健全性を保っています

市民１人当たりの借金

124万9,516円

３つの会計が

独立採算制を原則としています

村上市の財政は

健全性を保っています 特別会計

資金不足比率

市債借入残高

公営企業会計

健全化判断比率

用語の説明

　

特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に

そ
の
事
業
で
得
ら
れ
る
収
入
を
主
な
財
源
と
し

て
、
事
業
に
係
る
経
費
を
支
出
す
る
た
め
、
一
般

会
計
と
は
別
に
収
支
を
管
理
す
る
会
計
で
す
。

　

特
別
会
計
で
は
、
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
必
要

な
財
源
に
不
足
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
一
般
会
計

や
基
金
か
ら
資
金
の
繰
り
入
れ
を
し
て
財
源
の
補

て
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
や
下
水
道
事
業
な
ど
の
公
営
企
業

の
経
営
状
態
の
悪
化
の
度
合
い
を
示
す
比
率
で

す
。

　

す
べ
て
の
会
計
で
資
金
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
「
－
」
と
表
示
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
市
債
残
高
の
減
少
の
要
因
と
し

て
償
還
額
が
借
入
額
を
上
回
っ
た
こ
と
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
市
債
は
、
主
に
道
路
や
学
校

な
ど
長
期
間
利
用
し
て
い
く
施
設
な
ど
の
建
設

費
用
の
た
め
の
借
入
金
で
す
。

　

市
債
の
発
行
に
よ
り
、
次
世
代
の
人
々
に
も

費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
世
代
間
の
公
平

性
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
、
原
則
と

し
て
独
立
採
算
制
で
運
営
さ
れ
る
会
計
で
す
。

会
計
方
法
も
他
の
会
計
と
異
な
り
、
そ
の
年
度

の
経
営
損
益
を
示
す
「
収
益
的
収
支
」
と
、
将

来
の
経
営
に
備
え
て
行
わ
れ
る
建
設
改
良
事
業

な
ど
の
資
本
取
引
を
示
す
「
資
本
的
収
支
」
に

区
分
し
た
会
計
方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
資
本
的
収
入
が
資
本
的
支
出
に
不
足

す
る
額
に
つ
い
て
は
、
各
事
業
会
計
の
内
部
留

保
資
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
に
は
、「
実
質
赤
字
比
率
」

「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」「
実
質
公
債
費
比
率
」

「
将
来
負
担
比
率
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
比
率
が
「
早
期
健
全
化
基
準
」「
財
政
再
生
基

準
」
を
超
え
た
と
き
は
、「
財
政
健
全
化
計
画
」

「
財
政
再
生
計
画
」
を
策
定
し
、
国
や
県
の
勧

告
を
受
け
な
が
ら
財
政
の
健
全
化
を
図
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

特別会計 歳　入 歳　出

土地取得 13万円 13万円

情報通信事業 2億9,201万円 2億8,326万円

蒲萄スキー場 3,934万円 3,924万円

国民健康保険 61億8,720万円 60億 722万円

後期高齢者医療 7億8,001万円 7億7,951万円

介護保険 81億9,900万円 78億3,459万円

� （単位：％）

資金不足比率 令和３年度 令和２年度 経営健全化基準

上水道事業会計 － － 20.0

簡易水道事業会計 － － 20.0

下水道事業会計 － － 20.0

市債借入残高 令和３年度末 令和２年度末

一般会計 325億2,653万円 338億3,767万円

情報通信事業 1,150万円 1,772万円

蒲萄スキー場 7,731万円 7,864万円

上水道事業 51億2,711万円 54億 423万円

簡易水道事業 16億8,299万円 18億6,692万円

下水道事業 314億2,214万円 331億2,783万円

公営企業会計 収　入 支　出

上
水
道

収益的 11億6,597万円 10億6,719万円

資本的 2億1,588万円 7億5,218万円
簡
易
水
道

収益的 3億4,114万円 3億3,438万円

資本的 2億 326万円 2億9,750万円

下
水
道

収益的 41億8,219万円 41億1,564万円

資本的 33億 265万円 47億6,735万円

� （単位：％）

健全化判断比率 令和3年度 令和2年度
（参考）

早期健
全化基準

財政再生
基準

実質赤字比率
※1 － － 12.27 20.0

連結実質赤字比率
※2 － － 17.27 30.0

実質公債費比率
※3 12.3 12.7 25.0 35.0

将来負担比率
※４ 92.9 102.4 350.0

※
１　
実
質
赤
字
比
率

　
住
民
票
の
発
行
や
道
路
建
設
な
ど
市
民
の
皆
さ

ん
に
広
く
関
わ
る
部
門
を
行
っ
て
い
る
「
一
般
会

計
」
な
ど
の
赤
字
額
の
比
率
で
す
。

※
２　
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
実
質
赤
字
比
率
に
国
民
健
康
保
険
、介
護
保
険
、

水
道
、
下
水
道
事
業
な
ど
の
市
で
運
営
し
て
い
る

す
べ
て
の
会
計
を
加
え
た
市
全
体
の
赤
字
額
の
比

率
で
す
。

※
３　
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
で
支
払
う
市
債
償
還
金
の
ほ

か
、
老
人
ホ
ー
ム
建
設
の
負
担
金
や
特
別
会
計
、

一
部
事
務
組
合
の
借
入
金
償
還
の
負
担
分
な
ど
昨

年
１
年
間
で
債
務
を
ど
の
程
度
負
担
し
た
の
か
を

判
断
す
る
比
率
で
す
。

　
早
期
健
全
化
基
準
の
25
％
を
超
え
る
と
市
債
の

発
行
が
制
限
さ
れ
、
市
独
自
の
施
策
が
難
し
く
な

り
ま
す
。

※
４　
将
来
負
担
比
率

　
こ
れ
か
ら
先
の
負
担
が
、
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
を
示
す
比
率
で
す
。
市
債
の
残
高
や
福
祉
施
設

建
設
へ
の
負
担
、
特
別
会
計
、
一
部
事
務
組
合
の

借
入
金
へ
の
負
担
金
、
職
員
の
退
職
金
な
ど
、
将

来
、
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
の
あ
る
負
担
を
も

と
に
算
定
さ
れ
ま
す
。
市
の
比
率
は
、
早
期
健
全

化
基
準
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も

市
債
の
発
行
を
抑
え
る
な
ど
、
負
担
の
軽
減
に
努

め
ま
す
。
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 職員数の状況　※非常勤職員を除く（令和４年4月１日現在）

区分 職員数 区分 職員数
部門 令和3年度 令和4年度 部門 令和3年度 令和4年度

一般行政

議会 4 4
特別行政

教育 72 70
総務 136 140 消防 141 139
税務 28 28 小　計 213 209
民生 149 148

公営企業

病院 0 0
衛生 48 50 水道 20 20
労働 0 0 下水道 18 18
農林水産 42 41 その他 40 40
商工 16 22
土木 41 39 小　計 78 78

小　計 464 472 合　計 755 759

 給与について
●職員の初任給（令和４年4月１日現在）

区分
村上市 国

大学卒 高校卒 大学卒 高校卒

初任給
一般行政職 182,200円 150,600円 総合職 186,700円

一般職 182,200円 150,600円

技能労務職 ― 147,900円
消防職 ― 173,400円

※初任給は学校卒業後すぐに採用された場合の月額です

●職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（令和４年4月１日現在）
区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 253,929円 280,933円 315,720円
高校卒 211,233円 254,625円 287,400円

技能労務職 高校卒 − ― 241,800円
※該当する職員がいない場合は空欄としています

 人件費率（令和３年度普通会計決算）

 特別職の報酬等の状況（令和４年4月１日現在）

区分 月額 期末手当

給料
市長 800,400円

6月分　1.625月分
12月分　1.625月分

計　　　3.25月分

副市長 614,300円
教育長 545,400円

報酬
議長 359,000円
副議長 295,000円
議員 273,000円

※�村上市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分
による職員数で「標準的な職務内容」とは、それぞれの
級に該当する代表的な職名です

 手当について（主なもの）
●期末・勤勉手当（令和４年4月１日現在）

支給月
村上市 国

期末 勤勉 期末 勤勉

6月期 1.225月分
（0.675）

0.925月分
（0.45）

1.20月分
（0.675）

0.95月分
（0.45）

12月期 1.225月分
（0.675）

0.925月分
（0.45）

1.20月分
（0.675）

0.95月分
（0.45）

計 2.45月分
（1.35）

1.85月分
（0.90）

2.40月分
（1.35）

1.90月分
（0.90）

※�職制上の段階、職務の級などによる加算措置があります
※�（　）内は、再任用職員（定年退職等により退職した後、改め

て採用された職員）に係る支給割合です
※�国の支給月は令和４年４月13日に改正された一般職の職員の

給与に関する法律に基づく月数です
※勤勉手当の支給月数は総額計算上の限度月数です

●退職手当（令和４年4月１日現在）
区分 村上市 国

（支給率）（自己都合）（勧奨・定年）（自己都合）（勧奨・定年）
勤続
20年 19.670月分 24.587月分

同じ

勤続
25年 28.040月分 33.271月分

勤続
35年 39.758月分 47.709月分

最高
限度額 47.709月分 47.709月分

加算
措置

定年前早期退職特例措置
（2％～20％加算）

定年前早期退職特例措置
（3％～45％加算）

1人
当たり
平均

支給額
1,682千円 19,458千円 −

※�１人当たり平均支給額は、令和３年度に退職した職員に対する
ものです

●扶養手当（令和４年4月１日現在）※月額
区分 村上市 国

配偶者 6,500円
同じ子 10,000円

父母等 6,500円

●住居手当（令和４年4月１日現在）※月額
区分 村上市 国

借家

月 額12,000円 以 上
の家賃を払っている
職員に対し、家賃額
に 応 じ 最 高27,000
円まで

家賃月額
16,000円以上
最高28,000円まで

●通勤手当（令和４年4月１日現在）※月額
区分 村上市 国

電車・バスなどの
交通機関利用者

運賃の額に応じ
て最高55,000円
まで支給

同じ

自動車等
利用者

片道の使用距離
に 応 じ て2,900
円 ～ 44,100円
まで支給

2,000円～
31,600円まで  一般行政職の級別構成比（令和４年4月１日現在）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比（％）
6級 課長・会計管理者・支所長・参事 21人 5.5
5級 課長・支所長・参事・課長補佐 82人 21.5
4級 副参事・防災専門員 44人 11.5
3級 係長・主査 164人 42.9
2級 主任 40人 10.5

1級 主事・技師・社会福祉主事・
社会福祉士 31人 8.1

計 382人 100.0

村上市の
職員数や給与などを公表します

問い合わせ 総務課人事管理室　☎53−2111（内線3122） 記事 ID 0051926

　市職員の給与は、国家公務員や新潟県職員の
給与などを参考にしながら、市議会の審議を経
て条例などで定められています。その内容につ
いて、市民の皆さんに理解していただくため、次
のとおりお知らせします。

※�普通会計には一般会計のほか、蒲萄スキー場
特別会計および情報通信事業特別会計に従事
する職員の人件費が含まれています

※�人件費には、一般の職員のみではなく特別職
（市長、議員など）の給料、手当、共済負担金
などが含まれています

人件費
61億1,905万円（16.9%）

歳出総額
362億1,102万円

その他、詳しい内容に
ついては市ホームページ
をご覧ください。
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問
い
合
わ
せ
こ
ど
も
課
子
育
て
政
策
室　
☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
５
１
１
）
記
事
ID
０
０
４
０
４
１
３

問
い
合
わ
せ
保
健
医
療
課
健
康
支
援
室　
☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
２
）
記
事
ID
０
０
６
７
９
５
９

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

「
も
し
か
し
て
？
」
た
め
ら
わ
な
い
で
！　
１い
ち
は
や
く

８
９

　

児
童
虐
待
は

①
身
体
的
虐
待

②
性
的
虐
待

③
ネ
グ
レ
ク
ト

④
心
理
的
虐
待

の
４
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
大

き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
の
が
心
理
的
虐
待

で
す
。
特
に
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）
を
子
ど
も
が
目
撃
す
る
こ
と

に
よ
る
「
面
前
Ｄ
Ｖ
」
の
対
応
件
数
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
内
縁
関
係
な
ど
、

親
し
い
間
柄
で
あ
る
（
ま
た
は
あ
っ
た
）
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。

交
際
中
の
カ
ッ
プ
ル
の
間
で
起
こ
る
暴
力
は

「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

暴
力
と
聞
く
と「
殴
る
」「
蹴
る
」な
ど
の
身
体

的
暴
力
を
連
想
す
る
こ
と
が
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、そ
れ
だ
け
に
限
ら
ず「
暴
言
を
吐
く
」

「
不
機
嫌
に
な
る
と
物
に
当
た
る
」「
生
活
費
を
渡

さ
な
い
」「
友
達
や
親
族
と
の
付
き
合
い
を
制
限

す
る
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
を
目
撃
し
た
子
ど
も
が 

受
け
る
影
響
（
一
例
）

・�

楽
し
い
時
が
い
つ
崩
れ
る
か
不
安
で
物
事

を
楽
し
め
な
い
。

・�

常
に
緊
張
を
強
い
ら
れ
、
安
全
感
や
安
心

感
が
育
た
な
い
。

・�

自
分
が
Ｄ
Ｖ
の
原
因
だ
と
思
っ
て
し
ま

う
。
罪
悪
感
や
Ｄ
Ｖ
を
止
め
ら
れ
な
い
無

力
感
を
感
じ
る
。

・�

強
者
が
弱
者
を
支
配
す
る
の
が
自
然
、「
弱

い
こ
と
」
が
悪
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
。

・�

暴
力
で
感
情
表
現
や
問
題
解
決
を
し
よ
う

と
す
る
。

　

Ｄ
Ｖ
の
被
害
を
受
け
て
い
る
人
は
、
恐
怖

と
不
安
を
感
じ
、
緊
張
し
た
状
態
で
生
活
を

行
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
身
が

置
か
れ
て
い
る
状
況
に
「
無
力
感
」
を
感
じ
、

誰
か
に
相
談
す
る
気
力
も
持
て
な
く
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
潜
在
化
し
や
す
く
、
自
分
た
ち
だ

け
で
解
決
す
る
こ
と
が
難
し
い
問
題
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
安
心
で
安
全
な
環
境
で
育
ち

ゆ
く
た
め
に
も
、
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

地
域
で
も
子
育
て
家
庭
を
見
守
り
支
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
育
成
の
た
め
に
、
保
護
者
が
安
心

し
て
子
育
て
を
行
っ
て
い
け
る
よ
う
関
係
機

関
と
連
携
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
血
圧
を
食
事
か
ら
予
防
・
改
善
す
る
に

は
減
塩
を
行
う
こ
と
が
効
果
的
で
す
が
、
並

行
し
て
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
食
べ

て
体
に
必
要
な
栄
養
を
補
給
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
特
に
野
菜
に
は
高
血
圧
か
ら
体
を

守
る
栄
養
素
が
豊
富
に
含
ま
れ
ま
す
。

村
上
市
の
食
実
態

　

市
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
表
１
）
に
よ
る
と
、

「
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
組
み
合
わ
せ
た
食

事
を
１
日
２
回
以
上
ほ
ぼ
毎
日
食
べ
て
い
る

人
」
の
割
合
は
、
若
い
世
代
ほ
ど
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。
近
年
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多

様
化
に
よ
り
不
規
則
な
生
活
の
人
が
増
え
て

い
ま
す
。
忙
し
い
生
活
の
中
で
は
食
品
の
買

い
出
し
や
食
事
作
り
に
時
間
が
か
け
ら
れ

ず
、
日
持
ち
す
る
加
工
品
や
お
惣
菜
な
ど
に

偏
り
が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
手

間
が
か
か
ら
ず
お
い
し
い
と
い
う
利
点
は
あ

り
ま
す
が
、
塩
分
が
多
い
、
野
菜
が
少
な
い

な
ど
の
欠
点
も
あ
り
ま
す
。

野
菜
と
血
圧
の
関
係

　

野
菜
に
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
カ
リ
ウ
ム

は
、
塩
分
の
主
成
分
で
あ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
を

体
外
へ
排
出
す
る
の
を
促
し
、
血
圧
が
上
昇

す
る
の
を
抑
え
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
は
体
の
古
く
な
っ
た
細

胞
を
入
れ
替
え
た
り
、
傷
つ
い
た
細
胞
を
修

復
す
る
の
に
欠
か
せ
な
い
栄
養
素
で
す
。
野

菜
を
取
っ
て
し
な
や
か
な
血
管
を
維
持
す
る

こ
と
で
、
変
動
す
る
血
圧
に
耐
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

野
菜
を
食
事
に
プ
ラ
ス
し
よ
う

　

野
菜
は
１
日
に
３
５
０
㌘
（
目
安
は
小
鉢

５
皿
分
）
以
上
の
摂
取
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
調
理
が
面
倒
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

が
、
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
て
手
軽
に
野
菜
を

取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
カ
ッ
ト
野
菜
を
使
用

　

皮
を
む
い
た
り
種
を
と
っ
た
り
す
る
手
間

が
省
け
ま
す
。
冷
凍
カ
ッ
ト
野
菜
な
ら
冷
凍

庫
に
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
つ
で
も
必
要
な
時
に

使
え
ま
す
。

②
洗
っ
て
す
ぐ
食
べ
ら
れ
る
野
菜
を

　
ス
ト
ッ
ク

　

ト
マ
ト
、
レ
タ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
生
で

も
食
べ
ら
れ
る
野
菜
は
忙
し
い
時
に
便
利
で

す
。

③
電
子
レ
ン
ジ
で
簡
単
調
理

　

電
子
レ
ン
ジ
な
ら
簡
単
に
野
菜
に
熱
が
通

り
、
余
計
な
洗
い
物
も
減
ら
せ
ま
す
。

　

自
身
の
生
活
に
合
わ
せ
て
無
理
な
く
で
き

る
こ
と
か
ら
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

36.8

70
60
50
40
30
20
10
0

（%）

46.7

60.5 62.2

20歳代 30歳代 40～64歳 65歳以上

児童虐待「心配だな」と思ったら…
〇新潟県新発田児童相談所
　☎0254−26−9131
〇こども課　家庭児童相談室
　☎53−3201
〇児童相談所全国共通ダイヤル（無料）
　▶虐待相談・通告　☎1

いちはやく

8 9
　▶虐待相談以外の相談　☎0120−1

いちはやく・おなやみを

89−783

緊急の場合は…
〇村上警察署　☎110もしくは☎52−0110

DVについてのご相談は…
〇新潟県女性福祉相談所
　☎025−381−1111
〇福祉課　総合相談窓口
　☎75−8941
〇DV相談全国共通ダイヤル
　▶DV相談ナビ　♯8

はれれば

008
　▶DV相談プラス　☎0120−2

つなぐ・はやく

79−889

野
菜
を
食
べ
て
高
血
圧
予
防

野
菜
と
血
圧
に
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

健
康
啓
発
シ
リ
ー
ズ
㊶

表１「主食、主菜、副菜を組み合わせた食事を１日２回以上ほぼ毎日食べている人」の割合
　　資料：平成30年度食に関するアンケートより
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問
い
合
わ
せ
福
祉
課
総
合
相
談
係　
☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
３
３
１
）

記
事
ID
０
０
５
３
８
５
２

住
民
税
均
等
割
世
帯
へ
の

生
活
応
援
給
付
金
の
お
知
ら
せ

村
上
市
独
自
施
策

※�

世
帯
全
員
が
住
民
税
所
得
割
の
課
さ
れ
て

い
る
他
の
親
族
な
ど
の
扶
養
を
受
け
て
い

る
世
帯
、
村
上
市
子
育
て
世
帯
未
来
応
援

特
別
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
世
帯
や
住

民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別

給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
世
帯
は
対
象
外

と
な
り
ま
す

自
営
業
な
ど
の
場
合
で
市
民
税
均
等
割
の 

み
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
確
認
方
法
（
例
）

　

今
年
６
月
に
送
付
さ
れ
た
「
令
和
４
年
度

市
民
税
・
県
民
税
税
額
決
定
（
納
税
）
通
知
書
」

の
税
額
欄
の
市
民
税
の
所
得
額
が
０
円
で
、
均

等
割
額
が
３
５
０
０
円
の
場
合
に
均
等
割
の

み
課
税
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

給
与
所
得
者
な
ど
の
場
合
で
市
民
税
均
等
割 

の
み
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
確
認
方
法
（
例
）

　

今
年
５
月
に
勤
務
先
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ

た
「
令
和
４
年
度
給
与
所
得
等
に
係
る
市
民

税
・
県
民
税
特
別
徴
収
税
額
の
決
定
通
知
書
」

　

物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
生
活
に
大
き
く
影

響
を
受
け
て
い
る
令
和
４
年
度
住
民
税
均
等

割
の
み
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯
に
対
し
て
、
生

活
応
援
給
付
金
（
１
世
帯
５
万
円
）
を
支
給

し
ま
す
。
支
給
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
世
帯
に
は
10
月
中
旬
に
確
認
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
令
和
５
年
１
月
31
日
㈫
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
緊
急
支
援
金
（
１
世
帯
５
万
円
）
対
象
の

令
和
４
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
へ
の

給
付
に
つ
い
て
は
、
準
備
が
整
い
次
第
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

支
給
対
象
世
帯

　

令
和
４
年
９
月
１
日
時
点
で
、
村
上
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
令
和

４
年
度
分
の
市
民
税
均
等
割
の
み
が
課
税
さ

れ
て
い
る
世
帯
（
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税

者
と
非
課
税
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
も

該
当
し
ま
す
）

の
税
額
欄
の
市
民
税
の
所
得
割
額
が
０
円
で
、

均
等
割
額
が
３
５
０
０
円
の
場
合
に
均
等
割

の
み
課
税
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

支
給
額

　

１
世
帯
５
万
円

そ
の
他

　

令
和
４
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
人

が
い
る
世
帯
や
未
申
告
の
人
が
い
る
世
帯
は
、

支
給
対
象
世
帯
と
な
る
か
判
断
で
き
な
い
た

め
確
認
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
支
給
対
象

と
な
る
世
帯
の
場
合
は
申
請
書
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
申
請
書
類
は
、
市
役
所
福

祉
課
、
各
支
所
地
域
福
祉
室
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

税
　
　
額

市
　
民
　
税

税額控除前所得割額

税額控除額

所得割額 0

均等割額 3,500

　ご家庭にある、常温保存可能で賞味期限が２週間以上、未開封の食品をお譲り下さい。
市民の皆様には、趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いします。
※フードドライブとは、家庭にある食品を集め、フードバンクなどの支援団体が生活に
　困っている方などに配布する取り組みです
開 催 期 間 11月７日㈪～ 11日㈮　午前９時～午後５時
開 催 場 所 市役所本庁（正面玄関ロビー）、本庁以外は社会福祉協議会各支所
問い合わせ 福祉課総合相談係　☎53−2111（内線2331）

「広がる支援の輪！」もったいないをありがとうに ードドライブにご協力ください

新潟県マイナでお得！キャンペーン（村上市版）
村上市マイナンバーカード普及促進（施設利用割引）事業

問い合わせ 企画戦略課デジタル化推進室　☎53−2111（内線3831） 記事 ID 0071163

　県内の公立スポーツ施設や入浴施設、文化施設などで、マイナバーカードまたは交付申請証明を提示す
ると、特典が受けられます。利用できる県内施設は、市ホームページで確認できます。

期間
　10月26日㈬～令和５年３月31日㈮

対象
　次のいずれかに該当する人
　・マイナンバーカード取得者（市外含む）
　・オンライン申請時の申請完了メール提示者
　・マイナンバーカード申請済証明書提示者
　　※マイナンバーカード申請済証明書は市民課
　　　および各支所市民生活室で交付します

施設名 特典内容
イヨボヤ会館

入館料：大人100円引き、小中高校生50円引き郷土資料館・若林住宅
縄文の里・朝日
村上市スケートパーク 施設利用料・備品借上料：半額
朝日まほろばふれあいセンター 入浴料：大人100円引き、小学生50円引き
朝日きれい館 バーデ（プール）スパ利用料：100円引き（会員券を除く）
山北ゆり花温泉・交流の館「八幡」 入浴料：大人100円引き、小学生50円引き

施設利用料（入浴を含む）：100円引き老人福祉センターあかまつ荘
福祉センターゆり花会館 入浴料：大人100円引き、小学生50円引き

全国大会に出場した中学生たち

お詫びと訂正
　市報むらかみ10月１日号23ページ「全国大会に出場した中学生たち」の掲載に誤りがありました。
訂正してお詫びいたします。

横
よこ

井
い

小
こ

春
はる

 さん
村上第一中学校２年生
第16回全国中学生
少林寺拳法大会
単独演武出場

（誤） ➡ ➡

横
よこ

井
い

小
こ

春
はる

 さん
村上第一中学校２年生
第16回全国中学生
少林寺拳法大会
単独演武出場
団体演武ベスト８

鈴
すず　き

木陽
ひか　る

琉 さん
村上東中学校２年生
第16回全国中学生
少林寺拳法大会
組演武出場

団体演武ベスト８

（正）

小
お

野
の

美
み

鈴
すず

さん
村上東中学校3年生
第16回全国中学生
少林寺拳法大会

団体演武ベスト８

（誤）

小
お

野
の

美
み

鈴
すず

さん
村上東中学校3年生
第16回全国中学生
少林寺拳法大会

団体演武ベスト８
組演武12位

（正）

　この夏に行われた各種全国体育
大会において、本市中学生が活躍。
大会結果をお知らせします。

フ
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時 とき省略記号 期 期間 場 ところ 講 講師 対 対象 定 定員 ¥  参加費 持 持ち物 申 申し込み 問 問い合わせ 内 内線 F  FAX  メール 他 その他

お知らせ
「くらし」「もよおし」「相談」
など、さまざまな情報をお届け

新型コロナウイルス感染症の状況
により、中止や延期、内容を変更
する場合があります。

今月の市税などの納期限
11月30日㈬

・国民健康保険税　　　　第５期
・介護保険料　　　　　　第５期
・後期高齢者医療保険料　第８期

く
ら
し

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手

当
を
支
給
し
ま
す

記
事
ID　
０
０
４
８
５
８
９

　

在
宅
の
障
が
い
者
や
障
が
い
児
に

支
給
す
る
手
当
で
す
。

支
給
月　
２
・
５
・
８
・
11
月

【
特
別
障
害
者
手
当
】

　

月
額
２
万
７
３
０
０
円

対
20
歳
以
上
で
、
精
神
ま
た
は
身
体

に
著
し
い
重
度
の
障
が
い
が
あ

り
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介

護
を
必
要
と
す
る
人

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

　

月
額
１
万
４
８
５
０
円

対
20
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は
身
体

に
著
し
い
重
度
の
障
が
い
が
あ

り
、
日
常
生
活
で
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
児
童

他
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
な

ど
が
な
い
場
合
で
も
申
請
で
き
ま

す
。受
給
資
格
や
申
請
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
福
祉
課
福
祉
政
策
室

　
（
市
役
所
本
庁
内
２
３
２
２
）

秋
の
火
災
予
防
運
動
「
お
出
か
け
は

マ
ス
ク
戸
締
り　
火
の
用
心
」

記
事
ID　
０
０
６
２
４
８
９

　

こ
れ
か
ら
冬
期
間
に
か
け
て
火
災

の
発
生
件
数
が
多
く
な
る
こ
と
か

ら
、
11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
全
国

一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
運
動
期
間
中
は
、
消
防

本
部
や
消
防
団
が
広
報
巡
回
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

各
家
庭
で
は
、
暖
房
器
具
や
火
気

器
具
の
点
検
、
取
り
扱
い
の
確
認
な

ど
を
行
い
火
災
予
防
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
火
災
の
早
期
発
見
と

大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
ま
だ
設
置

さ
れ
て
い
な
い
お
宅
は
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　
（
☎
53
‐
７
２
２
２
）

11
月
11
日
～
17
日
は
税
を
考
え
る 

週
間
で
す

　

税
務
行
政
に
対
す
る
理
解
と
信
頼

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
提
供
や
国
税
庁

Ｈ
Ｐ
（w

w
w
.nta.go.jp

）
で
意

見
や
要
望
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
税
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
】

時
11
月
11
日
㈮
～
17
日
㈭

場
村
上
プ
ラ
ザ　
他

内
容　
中
学
・
高
校
生
の
「
税
に
つ

い
て
の
作
文
」入
選
作
品
の
展
示
、

税
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

の
設
置

他
申
告
な
ど
の
税
務
相
談
を
事
前
予

約
制
で
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
村
上
税
務
署

　
（
☎
53
‐
３
１
４
１
）

※
自
動
音
声
案
内
「
２
」
を
選
ん
で

く
だ
さ
い

11
月
14
日
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー
で
す

　

日
本
で
は
、
成
人
の
６
人
に
１
人

が
糖
尿
病
あ
る
い
は
そ
の
予
備
軍
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
は
、
自

覚
症
状
に
乏
し
い
た
め
治
療
中
断
に

つ
な
が
り
や
す
い
面
も
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
治
療
を
中
断
し
て

い
る
方
は
、
治
療
・
通
院
を
再
開
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
継
続
治
療
、
患
者
さ
ん
自

身
の
生
活
習
慣
の
自
己
管
理
の
た
め

糖
尿
病
連
携
手
帳
も
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

問
村
上
保
健
所
地
域
保
健
課

　
（
☎
53
‐
８
３
６
８
）

11
月
15
日
は
狩
猟
解
禁
日
で
す

　

狩
猟
解
禁
日
か
ら
数
日
間
は
銃
器

に
よ
る
人
身
事
故
が
発
生
し
や
す
い

傾
向
が
あ
り
ま
す
。狩
猟
す
る
方
は
、

銃
器
の
扱
い
に
注
意
し
て
、
使
用
の

際
は
周
囲
の
安
全
を
十
分
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
登
山
や
野
山
を
散
策
す
る
方

は
、
目
立
ち
や
す
い
服
装
で
行
動
す

る
と
と
も
に
、
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出

る
機
器
を
身
に
つ
け
て
自
分
の
存
在

を
周
囲
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

狩
猟
期
間　
11
月
15
日
㈫
～
令
和
５

年
２
月
15
日
㈬

※
イ
ノ
シ
シ
お
よ
び
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は

　

３
月
15
日
㈬
ま
で

問
村
上
保
健
所
衛
生
環
境
課

　
（
☎
53
‐
８
３
７
１
）

「
文
芸
む
ら
か
み　
第
13
号
」
を 

頒
布
し
ま
す

記
事
ID　
０
０
５
４
９
２
６

　

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
詩
・
随
筆
・

コ
ン
ト
の
作
品
や
特
別
寄
稿
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

時
11
月
15
日
㈫
～

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
平
日
）

場
マ
ナ
ボ
ー
テ
村
上
お
よ
び
各
地
区

公
民
館

￥
１
０
０
０
円
（
１
冊
）

他
市
美
術
展
覧
会
会
場
（
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
）で
も
頒
布
予
定
で
す
。

問
中
央
公
民
館

　
（
☎
53
‐
２
４
４
６
）

平
林
城
跡
の
遺
構
顕
在
化
工
事 

（
木
の
伐
採
）
を
行
い
ま
す

記
事
ID　
０
０
５
８
２
２
２

　

工
事
期
間
中
で
も
居
館
内
は
通
行

可
能
で
す
。
現
地
の
案
内
看
板
な
ど

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

期
11
月
下
旬
～
令
和
５
年
３
月
下
旬

問
生
涯
学
習
課
文
化
行
政
推
進
室

　
（
☎
53
‐
７
５
１
１
）

第
３
回
村
上
市
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
を
開
催
し
ま
す

記
事
ID　
０
０
６
７
７
０
２

　

当
協
議
会
で
は
、
市
の
公
共
交
通

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

協
議
会
は
、
一
般
公
開
し
て
い
ま
す

の
で
、
傍
聴
し
た
い
方
は
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

時
11
月
22
日
㈫　
午
前
10
時
～

場
マ
ナ
ボ
ー
テ
村
上

問
企
画
戦
略
課
地
域
交
通
政
策
室

　
（
市
役
所
本
庁
内
３
８
４
０
）

事
業
者
向
け
・
免
税
事
業
者
向
け
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

時
12
月
８
日
㈭
・
22
日
㈭

場
村
上
税
務
署
１
階　
会
議
室

申
各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
お

電
話
で

【
事
業
者
向
け
】

対
個
人
・
法
人
事
業
者

時
各
日
午
後
２
時
～
３
時

定
各
日
15
人

問
村
上
税
務
署
法
人
課
税
部
門

　
（
☎
53
‐
３
６
６
４
）

【
免
税
事
業
者
向
け
説
明
会
】

対
個
人
の
免
税
事
業
者

時
各
日
午
後
３
時
～
４
時

定
各
日
15
人

問
村
上
税
務
者
個
人
課
税
部
門

　
（
☎
53
‐
３
１
４
３
）

市
営
・
県
営
住
宅
の
入
居
申
し
込
み

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

記
事
ID　
０
０
４
０
５
６
７

　

公
営
住
宅
は
、
住
む
場
所
に
困
っ

て
い
る
所
得
の
少
な
い
人
の
た
め
の

住
宅
で
す
。
入
居
に
つ
い
て
は
、
申

し
込
み
順
で
は
な
く
、
必
要
度
の
高

い
順
に
選
考
し
て
決
定
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
令
和
５
年
３
月
１
日
入
居
予
定
】

申
込
期
限　
12
月
31
日
㈯

入
居
選
考
日　
令
和
５
年
１
月
中
旬

問 

申
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
室

　

�（
市
役
所
本
庁
内
５
３
１
０
）
ま

た
は
荒
川
支
所
産
業
建
設
課
建
設

管
理
室
（
☎
62
‐
５
２
７
３
）

毎
月
10
日
は「
交
通
安
全
家
庭
の
日
」

記
事
ID　
０
０
６
８
０
７
４

　

県
で
は
、
昭
和
53
年
か
ら
毎
月
10

日
を
「
交
通
安
全
家
庭
の
日
」
と
制

定
し
、
県
民
の
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
は

「
い
つ
」「
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
」
起
こ

る
か
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら

家
族
み
ん
な
で
、
交
通
事
故
防
止
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
課
生
活
人
権
室

　
（
市
役
所
本
庁
内
２
２
３
０
）

〈有料広告〉

（仮称）新潟県胎内市及び村上市沖洋上風力発電事業
環境影響評価方法書の縦覧および説明会を行います

事業者名 RWE　Renewables　Japan合同会社、
三井物産㈱、大阪ガス㈱

対象区域 村上市および胎内市の沖合・沿岸

縦覧期間
11月10日㈭～12月12日㈪
午前８時30分～午後５時15分
※土・日曜日、祝日を除く

縦覧場所 市役所環境課および各支所地域振興課、
新潟県村上地域振興局など

意見書の
提出方法

縦覧期間中に縦覧場所にある意見箱へ
投函または問い合わせ先へ郵送（12月
26日㈪当日消印有効）

説 明 会
時11月24日㈭　午後６時30分～８時
場教育情報センター
申不要

問い合わせ
〒100-8631　東京都千代田区大手町1-2-1
三井物産㈱プロジェクト本部　国内プ
ロジェクト開発部　洋上風力第一室
（石井淳☎03−3285−3780）

〈有料広告〉

家族葬ホールもございます（20名まで）

〈有料広告〉〈有料広告〉

記事ID　0071146
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高
速
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー

記
事
ID　
０
０
５
４
３
３
２

　

市
内
か
ら
新
潟
市
内
の
病
院
５
カ

所
へ
、「
行
き
２
便
」「
帰
り
２
便
」
を

運
行
し
て
い
ま
す
。
通
院
だ
け
で
な

く
、
お
買
い
物
に
も
便
利
な
「
高
速

の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
」
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

運
行
日　
平
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
は
運
休
）

定
９
人
（
先
着
順
、
完
全
予
約
制
）

￥
８
０
０
円
～
１
０
０
０
円（
片
道
）

　

※�

小
学
生
以
下
、
障
が
い
者
は
半

額

予
約
受
付　
㈱
瀬
波
タ
ク
シ
ー

　
（
☎
53
‐
２
１
８
７
）

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※�

ご
利
用
予
定
日
の
10
日
前
～
前

日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

問
企
画
戦
略
課
地
域
交
通
政
策
室

　
（
市
役
所
本
庁
内
３
８
４
０
）

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
や

住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

で
す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
の

全
額
が
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
に

は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
必
要
な
た
め
、
令
和
４

年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

方
へ
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
10
月
下
旬

か
ら
11
月
上
旬
に
か
け
て
日
本
年
金

機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
必
要
な

書
類
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
10
月
以
降
に
初
め
て
納
付

し
た
人
に
は
、
来
年
２
月
上
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

問
新
発
田
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８
）

標
準
営
業
約
款
制
度
「
Ｓ
マ
ー
ク
」

を
ご
存
知
で
す
か

　

こ
の
制
度
は
、
法
律

で
定
め
ら
れ
た
消
費
者
（
利
用
者
）

擁
護
に
資
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

厚
生
労
働
大
臣
許
可
の
約
款
に
従
っ

て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し
た
理
容

店
、
美
容
店
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、

め
ん
類
飲
食
店
、一
般
飲
食
店
で
は
、

店
頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
登
録
店
は
、
安
心
・
安
全
・
衛

生
を
約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お
店
で

す
。

問
（
公
財
）
新
潟
県
生
活
衛
生
営
業

指
導
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
‐
３

７
８
‐
２
５
４
０
）

募
集

令
和
５
年
度　
医
学
生
修
学
資
金

貸
与
制
度
の
修
学
生
を
募
集
し
ま
す

記
事
ID　
０
０
４
６
６
３
３

貸
与
期
間

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
最
長
６
年
間

応
募
期
間　
12
月
１
日
㈭
～
令
和
５

年
３
月
13
日
㈪

他
応
募
に
関
す
る
詳
細
は
応
募
要
領

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
応
募
要
領
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
ほ
か
、
保
健
医
療
課
ま
た
は
各

支
所
地
域
振
興
課
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

問 

申
保
健
医
療
課
健
康
支
援
室

　
（
市
役
所
本
庁
内
２
４
３
１
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　

あ
な
た
の
経
験
を
生
か
し
て
一
緒

に
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

入�

会
条
件　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

で
働
く
意
欲
の
あ
る
健
康
な
人

年
会
費　
１
０
０
０
円

互
助
会
費　
５
０
０
円

他
入
会
を
希
望
す
る
人
は
説
明
会
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
会
場

や
日
時
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
公
益
社
団
法
人
村
上
地
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

村
上
事
務
所

　
（
☎
53
‐
６
４
８
６
）

　

荒
川
事
務
所

　
（
☎
62
‐
１
３
０
３
）

　

神
林
事
務
所

　
（
☎
62
‐
１
４
６
０
）

　

朝
日
事
務
所

　
（
☎
75
‐
５
０
３
０
）

　

山
北
事
務
所

　
（
☎
77
‐
４
５
６
７
）

新
潟
県
文
化
祭
２
０
２
２
「
に
い
が
た 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
！
」（
下
越
会
場
）
観
覧
者
募
集

時
11
月
27
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
聖
籠
町
文
化
会
館
（
北
蒲
原
郡
聖

籠
町
大
字
諏
訪
山
１
２
８
０
番

地
）

出
演
者　

DJ

松
永
（
ト
ー
ク
ゲ
ス

ト
）、
乙
川
と
も
こ
、
カ
タ
ソ
ビ
、

KaREN
 from

 T

‐RO
O
P

、

駒
音
、
原
生
真

申
11
月
10
日
㈭
ま
で
に
応
募
フ
ォ
ー

ム
ま
た
は
は
が
き
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
。

他
詳
し
く
は
、
新
潟
県
文
化
祭
公
式

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
新
潟
日
報
社
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
部

（
☎
０
２
５
‐
３
８
５
‐
７
４
３
２
）

も
よ
お
し

全
国
総
合
技
能
展
入
賞
堆
朱
作
品
展

　

昨
年
度
末
に
閉
校
と
な
っ
た
村
上

職
業
訓
練
校
。
こ
れ
ま
で
の
受
講
生

た
ち
が
制
作
し
て
き
た
堆
朱
作
品
の

中
で
全
国
総
合
技
能
展
に
入
賞
し
た

優
れ
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

時
11
月
３
日
（
木
・
祝
）
～
12
月
４

日
㈰

場
お
し
ゃ
ぎ
り
会
館

￥
一
般　
　
　
　
３
０
０
円

　

高
校
生
以
下　

１
５
０
円

　

※�

若
林
家
住
宅
な
ど
と
の
共
通
券

は
一
般
５
０
０
円
、
高
校
生
以

下
２
５
０
円

問
お
し
ゃ
ぎ
り
会
館

　
（
☎
52
‐
１
３
４
７
）

さ
ん
ぽ
く
祭

記
事
ID　
０
０
４
６
１
７
４

時 

場　
11
月
６
日
㈰

［
産
業
部
門
］

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

　

山
北
総
合
体
育
館

［
芸
能
部
門
］

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

山
北
総
合
体
育
館

［
文
化
部
門
］

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

　

さ
ん
ぽ
く
会
館

　

※�

文
化
部
門
は
５
日
㈯
も
開
催
。

午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時

内
容

［
産
業
部
門
］

　

軽
ト
ラ
市
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
ご

当
地
う
ん
め
も
の
店
、
特
産
品
販

売
コ
ー
ナ
ー
な
ど

［
芸
能
部
門
］

　

山
北
地
域
の
郷
土
芸
能
、
民
踊
、

ダ
ン
ス
、
太
鼓
、
大
正
琴
、
カ
ラ

オ
ケ
な
ど

［
文
化
部
門
］

　

山
北
地
域
の
園
児
・
小
中
学
生
の

絵
画
展
示
、
文
化
協
会
会
員
お
よ

び
地
域
住
民
の
作
品
展
示
な
ど

問
山
北
支
所
産
業
建
設
課
産
業
観
光

室
（
☎
77
‐
３
１
１
５
）

市
長
杯
争
奪
「
囲
碁
大
会
」

時
11
月
19
日
㈯　
午
前
９
時
～

場
マ
ナ
ボ
ー
テ
村
上

組
み
分
け

　

Ａ
組
：
４
段
（
格
）
以
上

　

Ｂ
組
：
初
段
～
３
段
（
格
）

　

Ｃ
組
：
１
級
以
下

対
市
民

￥
１
０
０
０
円

持
昼
食

問 

申
11
月
11
日
㈮
ま
で
に
中
央
公

民
館
（
☎
53
‐
２
４
４
６
）

〈有料広告〉

読み聞かせ日程

【中央図書館】

■時�11月５日㈯・８日㈫

　12日㈯・15日㈫・19日㈯

　午前11時～

■問中央図書館（☎53−7511）

教育情報センター　情報ひろば
プラネタリウム
時11月12日㈯・27日㈰
　①午前11時　②午後１時30分
　③午後３時
￥�大人（高校生以上）200円
　小人（小学生以上）100円
　小学生未満は無料
問教育情報センター（☎53−7511）

販売期間　11月16日㈬～12月７日㈬
販売価格

一般 20,000円（通常25,000円）
高校生
シニア（60歳以上） 18,000円（通常22,500円）

小・中学生 10,000円（通常15,000円）

持・�申請書（観光課・各支所産業建設課にあります。また市ホー
ムページからもダウンロードできます。）

　・顔写真（縦３cm×横2.5cm）２枚
　・購入代金
申担当窓口へ直接または郵送で申し込んでください。
　郵送の場合は12月７日㈬必着です。
他�今シーズンのオープン期間は12月24日㈯～令和５年３月５
日㈰の予定です。
問 申〒958−8501（住所不要）観光課観光交流室
　（市役所本庁☎75−8943）

ぶどうスキー場シーズン券市民早割販売の
お知らせ 記事ID　0063360

献血のご案内
時11月20日㈰
場村上プラザ　午前10時～正午
　　　　　　　午後１時30分～４時
問保健医療課健康支援室
　（市役所本庁内2433）

〈有料広告〉 〈有料広告〉
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小型特殊自動車は軽自動車税（種別割）の申告が必要です

被災者のための雑損控除に関する相談会（事前予約制）

　小型特殊自動車に該当するトラクター、コンバインおよび農薬散布車などの農耕作業用自動車や、フォーク
リフト、ホイールローダなどの車輌は軽自動車税（種別割）の課税対象となります。
　該当する車輌を取得した人またはナンバープレートの交付を受けていない車輌を所有している人（法人含む）
は、必ず申告してください。
　課税対象の車輌を以前から所有していたことが判明した場合、さかのぼって課税（最大３年分）されること
があります。
※�小型特殊自動車に該当する農耕作業用トレーラは、けん引するトラクターとは別に軽自動車税（種別割）の
課税対象となりますので、公道走行の有無に関わらず申告してください
（例）マニュアスプレッダ（堆肥散布機）、スプレーヤ（薬剤散布機）など
■問税務課収納対策室（市役所本庁■内2132）

　令和４年８月３日からの大雨による災害で被災された方を対象に申告書に添付する「雑損控除の計算書」の
作成に関する相談会を開催します。
　※�雑損控除とは、災害や盗難または横領によって自己または自己と生計を一にする配偶者、その他の親族で
総所得金額などが48万円以下の者の所有する資産に損害を受けた場合や、災害などでやむを得ない

　　支出をした場合には総所得金額などから一定の金額を控除できる制度です。ただし、対象となるのは、
　　マイホーム、家財および車両など、生活に通常必要な資産に限られます
■時■場11月17日㈭	 午前10時～　山北支所　会議室
　　11月18日㈮	 午前 9時～　朝日支所２階　第１会議室
　　11月21日㈪・22日㈫	 午前 9時～　神林支所３階　大会議室
　　11月28日㈪～12月１日㈭	 午前 9時～　荒川支所２階　会議室
■申各開催日の前日までに税務課市民税係へ電話で予約してください。
■持・罹災（被災）証明書（原本または写し）
　・被害を受けた資産の明細（資産内容、取得時期、取得価額など）が分かるもの（建物の請負契約書など）
　・被害を受けた家屋の取得価額が分からない場合は、取得時期、面積が分かるもの（固定資産税通知書など）
　・�被害を受けた資産の取り壊し費用、除去費用および修繕費用その他これに類する費用で、被害に関連して
支出した金額の明細が分かるものとその領収書（請求書、領収証など）

　・被害に遭ったことによって受け取る保険金、損害賠償金、災害見舞金などの金額が分かるもの
■問村上税務署個人課税部門（☎53−3143）、村上市税務課市民税係（市役所本庁■内2141、2142）

記事ID　0055332

記事ID　0071161

地
域
の
担
い
手
研
修
会 

「
お
互
い
さ
ま
だ
ね
っ
か
講
座
」

記
事
ID　
０
０
７
１
１
３
６

　

日
頃
か
ら
顔
を
合
わ
せ
、
声
を
掛

け
合
い
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
も
話

し
あ
え
る
つ
き
あ
い
は
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
の
財
産
で
す
。

　

お
互
い
さ
ま
の
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て
み
ん
な
で
学
び
合
い
ま
せ
ん

か
。

時
11
月
10
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容

　

市
内
で
行
わ
れ
て
い
る
「
さ
さ
え

あ
い
」「
助
け
合
い
」
活
動
の
紹
介

　

・
県
立
村
上
高
等
学
校

　

・
山
居
町
一
丁
目
区

　

・
村
上
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

定
５
０
０
人

￥
無
料

申
不
要

他
会
場
に
て
体
調
な
ど
を
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
市
役
所
本
庁
内
３
４
３
０
）

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

「
第
34
回
カ
ポ
タ
ス
ト
定
期
講
演
会
」

時
11
月
19
日
㈯

　
［
開
場
］
午
後
１
時

　
［
開
演
］
午
後
１
時
30
分

相
談

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
強
化
週
間
が
始
ま
り
ま
す

時
11
月
18
日
㈮
～
24
日
㈭

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

※�

19
日
㈯
・
20
日
㈰
・
23
日
㈬
は
、

午
前
10
時
～
午
後
５
時

電
話
相
談
（
全
国
共
通
）

　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

相
談
内
容　
差
別
や
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ

ラ
な
ど
、
広
く
女
性
の
人
権
に
関

す
る
こ
と

相
談
員

　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

場
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

曲
目　
銀
河
鉄
道
９
９
９
、
匠
、
ひ

ま
わ
り
な
ど

￥
無
料

問
ギ
タ
ー
同
好
会
カ
ポ
タ
ス
ト

　
（
西
坂
☎
53
‐
３
６
１
１
）

そ
ば
打
ち
体
験
（
二
八
そ
ば
）

時
12
月
４
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場
縄
文
の
里
・
朝
日

定
10
人
（
先
着
順
）

￥
２
０
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ゴ
ム
手
袋

問 

申
11
月
27
日
㈰
ま
で
に
縄
文
の

里
・
朝
日
（
☎
72
‐
１
５
７
７
）

森
を
は
ぐ
く
む
地
域
づ
く
り 

講
演
会

　

地
域
の
森
林
・
林
業
の
更
な
る
活

性
化
を
図
る
た
め
、
講
演
会
を
行
い

ま
す
。

時
11
月
24
日
㈭　
午
後
１
時
30
分
～

場
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ

演
題　
山
形
県
再
造
林
推
進
機
構
の

設
立
と
活
動

講
山
形
再
造
林
推
進
機
構
常
務
理
事

兼
事
務
局
長　
鈴
木
拓
也　
氏

対
林
業
関
係
者
、
一
般
林
家
、
行
政

機
関
な
ど

定
２
０
０
人

￥
無
料

問
新
潟
地
方
法
務
局
村
上
支
局

　
（
☎
53
‐
２
３
９
０
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
張
相
談

　

就
職
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。「
何
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
の
」

「
他
の
人
は
ど
う
や
っ
て
仕
事
を
選

ん
で
い
る
の
」「
面
接
に
行
く
時
の
服

装
は
」
な
ど
、
疑
問
に
思
っ
て
い
る

事
に
丁
寧
に
答
え
ま
す
。

時
11
月
14
日
㈪
・
28
日
㈪

　

※�

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

場
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
村
上

対
15
～
49
歳
ま
で
の
就
職
を
目
指
し

て
い
る
人

他
資
料
請
求
（
無
料
）
だ
け
で
も
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問 

申
事
前
に
下
越
地
域
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
村
上
常
設

サ
テ
ラ
イ
ト（
☎
50
‐
１
５
５
３
）

ス
ポ
ー
ツ

村
上
市
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
大
会
め
ざ

せ
金
メ
ダ
ル
！

時
12
月
４
日
㈰

　

・
小
学
１
年
～
４
年
生
の
部

　
　

午
前
９
時
～

　

・
小
学
５
・
６
年
生
の
部

　
　

午
後
１
時
～

申
11
月
18
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
下
越
流
域
森
林
・
林
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー
（
☎
62
‐
７
０
８
８
）

日
本
漢
字
能
力
検
定

時
令
和
５
年
１
月
28
日
㈯

　

※�

受
験
級
に
よ
り
時
間
が
異
な
り

ま
す

場
村
上
市
総
合
文
化
会
館

検
定
料

　

▼
10
～
８
級　
　

１
５
０
０
円

　

▼
７
～
５
級　
　

２
０
０
０
円

　

▼
４
～
準
２
級　

２
５
０
０
円

　

▼
２
級　
　
　
　

３
５
０
０
円

他
申
込
書
は
各
小
中
学
校
に
も
設

置
。
申
込
者
に
は
、
１
月
上
旬
ま

で
に
詳
し
い
案
内
を
送
付
し
ま

す
。

問 
申
11
月
７
日
㈪
～
12
月
15
日
㈭

の
間
に
愛
ラ
ン
ド
あ
さ
ひ
（
☎
72

‐
１
４
４
５
）

講
座
・
教
室

第
29
回　
歴
史
講
座
「
榊
原
政ま

さ

倫と
も

・

政ま
さ

邦く
に　
十
五
万
石
の
時
代
」

　

村
上
藩
が
15
万
石
の
最
大
規
模
と

な
っ
た
と
き
に
藩
主
を
務
め
た
榊
原

家
２
代
、
政
倫
・
政
邦
の
時
代
に
つ

い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

時
11
月
20
日
㈰

　

午
後
２
時
～
３
時
45
分

場
三
の
丸
記
念
館

講
館
長　
建
部
昌
文

￥
３
０
０
円
（
資
料
代
）

問 

申
11
月
15
日
㈫
ま
で
に
お
し
ゃ

ぎ
り
会
館
（
☎
52
‐
１
３
４
７
）

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修
会 

（
全
２
回
）

記
事
ID　
０
０
７
１
１
２
５

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩
ん
で

い
る
人
に
気
づ
き
、
話
を
聞
き
、
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
人
の

こ
と
で
す
。
身
近
な
人
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に

気
づ
き
、
適
切
な
対
応
方
法
に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

時 

講
①
11
月
29
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

�

花
田
政
之　

氏
（
黒
川
病
院　

精

神
科
認
定
看
護
師
）

②
12
月
６
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　

�

関
谷
昭
吉　

氏
（
新
潟
青
陵
大
学

福
祉
心
理
学
部
社
会
福
祉
学
科　

准
教
授
）

場
マ
ナ
ボ
ー
テ
村
上

定
24
人
程
度
（
先
着
順
）

￥
無
料

問 

申
11
月
18
日
㈮
ま
で
に
保
健
医

療
課
健
康
支
援
室
（
市
役
所
本
庁

内
２
４
４
０
）

場
村
上
体
育
館

対
市
内
の
小
学
生

　

※
各
学
年
５
人
１
チ
ー
ム

￥
３
０
０
円
（
１
人
）

問 

申
11
月
28
日
㈪
ま
で
に
ウ
ェ
ル
ネ

ス
む
ら
か
み
（
☎
52
‐
６
３
１
１
）

第
９
回　
愛
ラ
ン
ド
カ
ッ
プ 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

時
12
月
４
日
㈰

［
受
付
］
午
前
８
時
15
分
～

場
朝
日
総
合
体
育
館

対
高
校
生
以
上
の
男
性

定
８
チ
ー
ム
（
先
着
順
）

￥
３
０
０
０
円
（
１
チ
ー
ム
）

問 

申
11
月
22
日
㈫
ま
で
に
愛
ラ
ン

ド
あ
さ
ひ
（
☎
72
‐
１
４
４
５
）

第
８
回　
悠
遊
さ
ん
ぽ
く 

ボ
ッ
チ
ャ
大
会

時
12
月
４
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

［
受
付
］
午
前
８
時
30
分
～

場
山
北
総
合
体
育
館

対
小
学
生
以
上

定
20
チ
ー
ム
（
先
着
順
）

　
※
１
チ
ー
ム
３
～
４
人

￥
３
０
０
円
（
１
人
）

問 

申
11
月
25
日
㈮
ま
で
に
さ
ん
ぽ

く
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
☎
77
‐
２
８

２
８
）

「子育て支援センターからのお知らせ

調理実習「おやつ＆幼児食作り」
■時12月１日㈭　午前10時～11時30分
■場マナボーテ村上　　■講市栄養士・調理員
■対未就学児の保護者　■定12人（先着順）
■￥100円　■持エプロン、三角巾、マスクなど
■他�保育ルームがあります。先着12人で申し込みが必
要です。
■問 ■申�11月４日㈮～18日㈮の間に上海府子育て支援セ

ンター（☎58−2026）

記事ID　0052919
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…ニュース番組として市ホームページで動画を配信中 記事 ID 0066238

9/17
～18

9/2010/9

10/8

9/20

10/12 9/27

町屋通りが人でにぎわう
ゆかたでいざよい町屋通り（越後村上町屋通り：中央商店街）

身近な練習場所ができました
朝日スケートパークOPEN（旧朝日テニスコート）

避難所生活の中、笑顔のひと時
仮設住宅で炊き出し支援と陶磁器食器青空市（羽ケ榎応急仮設住宅）

きれいな海・川は森林づくりから
さけの森

も

林
り

づくり活動（大場沢字熊登山）

３年ぶりの開催で神輿担ぎ威勢よく「ヨイサッ！ホイサッ！」
塩谷大祭（塩谷集落）

募金活動を通して人と人、人と森をつなげる
村上小学校６年生が街頭募金（三之町六斎市）

元気に走って笑顔いっぱい
運動会（山北そらいろ保育園）

　町屋の屏風まつりが開催されている町屋通りで、演奏
会や振る舞い酒、お茶会などが行われるイベント「ゆか
たでいざよい町屋通り」が２日間にわたり開催されまし
た。
　イベントでは、浴衣のレンタル・着付けのサポートも
あったことから通りには浴衣姿の人も見受けられ、人力
車に乗車した光景は町屋の歴史的建物に溶け込み、訪れ
た人たちの目を引き付けていました。

　朝日多目的グラウンド脇の旧テニスコートを利用して
試行的に開放している「朝日スケートパーク」では、早
速練習に励む人の姿が見られました。
　子育てが落ち着いたのを機に、再びスケートボードを
始めたという市内在住の男性は、「路面も良く滑りやすい。
こういった場所があるのはありがたい」と話し、設置さ
れたボックスで技を決めようと、何度も挑戦し、楽しん
でいました。

　豊かな水産資源は、きれいな水、豊かな森林からとい
うことで、今回23回目を迎えた、さけの森林づくり活動。
参加した朝日緑の少年団の団員は、堆朱の材料にもなる
「ほおの木」の苗木を植樹し、森林に触れ合いながら学ん
でいました。さけの森林づくり推進協議会副会長の佐藤
克雄さんは、「植樹した苗木は雪に耐えながら、立派に成
長します。子ども達も、忍耐強く成長して欲しい」と語っ
ていました。

　塩谷集落で３年ぶりに塩谷大祭が開催されました。平
安末期の承安３年（1173）に創建された鹽

しお

竈
がま

神社の秋例
祭で、湊町であることから大漁祈願、航海安全を祈願す
るお祭りです。
　当日は鹽竈神社を出発し、神輿を担ぐ男衆の威勢の良
い掛け声とともに集落の家々を練り歩きました。また後
から追いかけるように小学生が担ぐ子ども神輿も巡行し、
集落全体が大いに盛り上がりました。

　仮設住宅での避難生活が続く中、日頃のス
トレスを少しでも和らげようと、村上商工会
議所青年部といわふね青年会議所による、仮
設住宅の入居者に向けた炊き出し支援が行わ
れました。
　秋晴れの中、スタッフからおにぎりや特製
のラーメンを受け取り、被災者の皆さんから
も笑顔がこぼれました。

　また同日、石川県の三谷産業株式会社様、
ニッコー株式会社様より、「生活再建の一助に
なれば」と食器の無償提供がありました。
　被災者の皆さんは、ホテルなどでも使用さ
れている食器を手に取り、「大変ありがたい」
「助かります」と感謝の声を口にしていまし
た。

　六斎市の会場で、緑の募金関係団体の職員と村上小学
校６年生による「緑の募金」の街頭募金が行われました。
　参加した子どもたちからは、「募金お願いします」と六
斎市を訪れた方に大きな声で募金を呼び掛け、募金をし
てくれた方には、「ありがとうございます」の元気な声と
緑の羽根、ユキツバキやブルーベリーの苗木を手渡して
いました。

　秋風も心地よく過ごしやすい天気に恵まれて、練習を
重ね楽しみにしていた運動会が行われました。
　園児たちが事前にペットボトルを再利用して作成した
マラカスや旗、拍手による応援を受け懸命に走る園児た
ち。使用した道具を楽しく片付ける競技も行われ、工夫
をこらした運動会は、園児たちも応援する家族も笑顔に
あふれていました。

▲ボックスやレールなどのセクションもあります

▲おいしい食事の提供に笑顔 ▲さまざまな食器の提供をいただきました

▲丁寧に植樹するこどもたち

▲約800kgもある神輿を力強く担いでいました

▲大きな声で募金を呼び掛けました ▲親子で協力してゴール

▲浴衣姿が映える町屋通り
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あ
ら
か
わ
互
近
所
さ
さ
え
～
る
隊
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
各
地
区
の
地
域
の
茶
の

間
を
訪
問
し
、
地
域
の
実
情
の
聞
き
取
り
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
こ
れ
ま
で
、

十
文
字
・
中
野
・
坂
町
住
宅
の
３
地
区
を
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
地
区
か
ら
は
「
買
い
物
へ
行
く
際
、
一

人
暮
ら
し
の
方
に
『
何
か
い
る
も
の
は
』
と

声
を
掛
け
て
い
る
」
と
周
囲
を
気
に
掛
け
て

い
る
人
、「
ご
み
収
集
の
日
に
声
を
掛
け
て
く

れ
る
の
が
非
常
に
助
か
る
」
と
声
を
掛
け
て

も
ら
っ
て
い
る
側
の
気
持
ち
を
話
し
て
く
れ

る
人
、「
地
区
の
行
事
は
皆
高
齢
で
大
変
だ
が

で
き
る
だ
け
参
加
し
て
い
る
」
と
支
え
ら
れ

る
だ
け
で
な
く
地
域
を
支
え
る
た
め
に
頑

張
っ
て
い
る
人
の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

各
地
区
の
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
き
し
て
、
そ

の
地
区
な
ら
で
は
の
人
々
の
結
び
つ
き
や
助

け
合
い
が
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

話
し
合
い
の
あ
と
に
は
「
助
け
合
い
ゲ
ー

ム
」
を
行
い
、
助
け
合
い
活
動
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
が
持
て
た
こ
と
で
、
私
た
ち
も
元

気
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

８
月
の
豪
雨
災
害
で
は
、
各
地
か
ら
の
ご

支
援
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、
助
け
合
い
の
あ
り

が
た
さ
を
本
当
に
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま

だ
ま
だ
復
旧
の
途
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
あ

ら
か
わ
互
近
所
さ
さ
え
～
る
隊
も
地
区
の
皆

さ
ん
と
共
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
！

　今月は、さまざまな公共工事に携わり、生活基
盤を支えてくれている株式会社小池組さんを訪
問。1930年設立され今年で93年目。長く地域に
寄り添い、土木・建築事業を手掛けてきました。
従業員は25人と少数精鋭。社員一人一人の取り組
む姿勢と技術力は誇れるところです。
　今回は、入社４年目で、資格取得と趣味の釣り
にいそしんでいるという佐藤さんにお話しを伺い
ました。

株式会社小池組
（宿田330番地１）
☎66−5015

Ｗ

入
社
の
き
っ
か
け
は

　

地
元
で
長
く
働
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
ご
縁
が
あ
り
、
こ
ち
ら

の
会
社
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
建
設
業
と
い
う
職
種
は
無
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
で
す
。
地
元
、
地
域
住
民
の
た
め
に
道

路
や
建
物
を
つ
く
り
、
整
備
す
る
仕
事
は
と
て

も
か
っ
こ
い
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
事
務
で
す

が
、
縁
の
下
の
力
持
ち
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
た
い
と
思
い
入
社
し
ま
し
た
。

Ｗ

仕
事
の
内
容
は

　

今
は
原
価
計
算
や
工
事
書
類
の
作
成
、
入
札

参
加
申
請
な
ど
、
工
事
に
関
わ
る
こ
と
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
新
卒
採
用
担
当
と
し
て
高
校

生
向
け
や
新
卒
者
向
け
の
就
職
イ
ベ
ン
ト
へ
参

加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
窓
口
と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｗ

会
社
の
良
い
と
こ
ろ
は

　

人
数
が
決
し
て
多
く
は
な
い
で
す
が
、
そ
れ

を
強
み
に
し
て
い
て
、
と
て
も
風
通
し
の
良
い

職
場
で
す
。
年
代
も
関
係
な
く
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
話
で
盛
り
上
が
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
毎
日

大
笑
い
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
の
豪
雨
災
害
の
時
に
、
地
元
企
業
と
し

て
第
一
線
で
復
旧
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
地
域

の
方
に
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
り
「
小
池
組
さ

ん
に
荷
物
を
運
ぶ
の
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
す

ご
く
助
か
っ
た
」
と
い
う
お
声
を
頂
き
、
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　

女
性
で
も
背
中
を
押
し
て
く
れ
て
ど
ん
ど
ん

シリーズ㉜

私が輝く職
と こ ろ

場

佐
さ

藤
とう

加
か

奈
な

 さん
（潟端/28歳）

　地元で働きたいという理由で入社した、
産休・育休を経て職場復帰したなど、社会
進出した女性従業員を紹介しています。

「地域に根ざした企業として」 
豪雨災害時も労を惜しまず、第一線で

復旧作業に携わった誇れる職場

茶
の
間
訪
問
で
支
え
合
い
を
再
認
識

	

～
あ
ら
か
わ
互
近
所
さ
さ
え
～
る
隊
～

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
て
く
れ
る
職

場
で
す
。
資
格
の
取
得
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ

ま
な
勉
強
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
会
社
が

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る
の
で
心
強
い
で

す
。

Ｗ

今
後
の
目
標
を

　

今
は
建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
い
う
資
格
を
取

得
す
る
た
め
に
２
カ
月
間
の
講
習
を
受
け
て
い

ま
す
。
目
標
は
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
、
そ
し

て
取
得
し
た
資
格
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に

し
っ
か
り
業
務
で
生
か
す
こ
と
で
す
。
現
場
と

オ
フ
ィ
ス
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
施
工
管
理
の
知

識
も
覚
え
、
現
場
の
皆
さ
ん
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ

に
業
務
に
あ
た
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で
す
。

問
い
合
わ
せ
介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
４
３
２
）

記
事
ID
０
０
３
５
４
９
３

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

村上市食材PRプロジェクト
こちらで村上の食材を紹介しています。

豚肉と柿の
バルサミコ炒め
【材料（２人分）】 ☆＝村上の食材

☆豚ロース薄切り肉･･･200㌘
☆さわし柿･････････････1 個
☆小松菜･･･････････ 1/4 把
　しょう油･････････大さじ1
　バルサミコ酢･････大さじ1

酒････････････････大さじ1
白ごま･････････････大さじ1
オイスターソース･･･小さじ1
薄力粉･･･････････････ 適宜
サラダ油･････････大さじ1/2

① �バルサミコ酢、しょう油、酒、白ごま、オイスターソー
スをすべて混ぜ合わせておく。

② さわし柿は拍子切りにする。
③ 小松菜は5㌢幅に切り、下茹でしておく。
④ 豚肉を広げて薄く薄力粉をまぶす。
⑤ �フライパンで油を温め、色が変わったら①を入れ、柿
と小松菜を加えさっと炒め合わせる。

どんなお肉でもフルーツとバル
サミコ酢はとても合う !

災害への支援災害への支援
ありがとうございましたありがとうございました

写真：坂町住宅茶の間（右上）
　　　十文字茶の間（右下）
　　　中野茶の間（左上）
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■中央図書館11月の休館日
　7日、11日、14日、21日、28日
■中央図書館の開館時間
　・火～金曜日　　　　午前９時～午後７時
　・土・日曜日、祝日　午前９時～午後５時

◆ 老害の人（内
うち

館
だて

牧
まき

子
こ

）
◆ 潜熱（乙

おと

川
かわ

優
ゆう

三
ざぶ

郎
ろう

）
◆ あこがれ（瀬

せ

戸
と

内
うち

寂
じゃく

聴
ちょう

）
◆ 有元葉子の冷凍術（有

あり

元
もと

葉
よう

子
こ

）

◎ 博士の愛した数式（小
お

川
がわ

洋
よう

子
こ

／原作）
◎ パニック（開

かいこう

高健
たけし

/著、橋
はし

爪
づめ

功
いさお

/朗読）

○ おいしい魚ずかん（上
うえ

田
だ

勝
かつ

彦
ひこ

）
○ 苦手から始める作文教室（津

つ

村
むら

記
き

久
く

子
こ

）
○ ジブリの食卓となりのトトロ（スタジオジブリ）
○ ルルとララのティラミス（あんびるやすこ）
○ はじまりは氣づきから（こにしゆか）
○ まるがいいっ（庄

しょう

野
の

ナホコ）
○ おすしがふくをかいにきた（田

た

中
なか

達
た つ や

也）

◆…一般書　○…児童書　◎…耳で読む読書（朗読CD） 問い合わせ 中央図書館　☎53−7511
中央図書館
ホームページ

○
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
ー
い

　
（
り
と
う
よ
う
い
）

◆�

コ
リ
と
痛
み
改
善

　

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

　
（
大お
お

沼ぬ
ま

勝か
つ

寛ひ
ろ

）

◆
し
ろ
が
ね
の
葉

　
（
千ち

早は
や

茜あ
か
ね）

◆
探
偵
と
家
族

　
（
森も
り

晶あ
き

麿ま
ろ

）

申込資格
・�保護者が市内に住所を有し、市税を滞納していない
こと
　※分納などをしている人はご相談ください
・�学業成績が優秀と認められる人（５段階評価でおお
むね３以上。在学または出身学校の推薦が必要です）
・�保護者（父および母。ひとり親家庭の場合は父また
は母のみ）の１年間の収入額が、おおむね600万円
以下であること（事業所得などは、おおむね400万
円以下）
　※�本人以外にも令和５年４月に大学・短大・専修学
校への就学者のいる世帯は考慮します

・�日本学生支援機構など、他制度の給付型および貸与
型の無利子奨学金を受けていないこと
応募期間
令和５年１月４日㈬～２月28日㈫

貸与月額
月７万円・５万円・３万円

貸与期間
令和５年４月から最短修学年限の終期まで

返　　還
　卒業後１年を経過した後から起算して、10年を超え
ない範囲で全額を均等月賦で、口座振替払いにより返
還しなければなりません。なお、奨学金は無利子です。

提出書類
・奨学金貸付申請書
・奨学生推薦調書
・世帯全員の住民票の写し
・�前年の保護者の所得を証明するもの（令和４年分の
給与源泉徴収票、公的年金源泉徴収票、確定申告書
控など）
・�連帯保証人を内諾している人（２人）の納税証明書
（１人は保護者、１人は市内に住所を有し、独立の
生計を営む成年者）

村上市奨学生を募集します（令和５年度）
学業を頑張る人を無利子で応援

　令和５年４月に大学・短大・専修学校（専門課程に限る）へ進学および在学するお子さんなどで、経済
的な理由により修学困難な人に対して選考の上、奨学金を貸与します。

問い合わせ 学校教育課教育総務室　☎72−6882 記事 ID 0054948

人口と世帯数
（10 月１日現在）

人　口 56,243人（−60）

男 27,036人（−26）

女 29,207人（−34）

世帯数 22,396世帯（−15）

※（　　）は前月比
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りょうたりょうたくんくん
好物好物 りんご

警察官夢夢

みみこみみこちゃんちゃん

好物好物 パフェ

女優さん夢夢

Twitter LINE Facebook YouTube

▶悲願のＪ１昇格！10月８日、Ｊ２第40節、アルビレックス新潟がホームで
勝利し、見事、６年ぶりにＪ１の舞台へ返り咲くことになりました。これ
まで苦しい時期もありましたが、ファンとしては忘れられない１日になり
ました。村上市は、アルビレックス新潟のホームタウンになっています。
居るべきところはＪ１の舞台。皆さんも応援をお願いします。（遠山）

編集後記

集まれ！むらかみ元気スマイル
　わが子の笑顔を皆さんに届
けてみませんか。小学生まで
のお子さんの写真を募集しま
す。（市内在住者に限ります）
①住所
②お子さんの名前（ふりがな）
③生年月日 ④保護者氏名
⑤電話番号 ⑥写真（5MB以内）
をメールで送付してください。
メール：seisaku-k@city.murakami.lg.jp

申し込みは
こちらから

富樫一
いっ

心
しん

くん　R3.8.29生
　　　（早稲田）

加藤紬
つむ

玖
ぐ

くん　R3.9.15生
　　　（塩町）

五十嵐紬
つ

愛
な

ちゃん　R3.1.24生　　　（加賀町）

石割千
ゆき

翔
と

くん　R2.12.14生
　　　（岩船）

今月は高南保育園の
この2人

10/8 竹灯籠の明かりで幻想的に第21回むらかみ宵の竹灯籠まつり（安善小路ほか）

　３年ぶりに開催された竹灯籠まつりは、並べられた２万
本以上の竹灯籠に明かりが灯され幻想的な雰囲気に。オー
プニングに演奏された和太鼓のほか、各会場で津軽三味線
やフルートなどの演奏も披露されました。竹灯籠の幻想的
でやさしい明かりと音色は、会場を訪れた多くの方を楽し
ませていました。


